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11月20日、鹿児島県出水市の採卵鶏農場で高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）の

疑似患畜が確認されました。出水市では 11月4日と11日に採取した環境水（野鳥の

ねぐらの水）からも本ウイルスが検出されています。 

11月19日の９例目（岐阜県本巣市 採卵鶏農場）から２日連続での発生です。国内

いつどこで発生してもおかしくない状況となっています。飼養衛生管理について見直

し、農場内にウイルスを侵入させないようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

国内野鳥での発生状況 11道県32事例（１１月１9日時点） 

11/7鳥取県野鳥糞便（32例目）、 他 疑い事例７例（鹿児島県出水市４例、熊本県１例、北海道２例） 
 

人や野生動物によるウイルスの侵入を防ぐことが特に重要です！    

発生予防のため、基本事項の徹底をお願いします！！ 
① 敷地内や農場の周りの消毒 

消石灰散布等による消毒で、農場へのウイルスの侵入を防ぎましょう。 

② 農場内専用衣服と長靴の使用、鶏舎ごとの専用長靴への履き替えを！   

③ 手指の消毒の上、長靴を消毒する時は汚れをしっかり落とす 

あらゆる場所が汚染されているという意識で、交換前後で長靴等が交わらないようにしましょう。 

④ ネズミなどの小動物や野鳥の鶏舎内への侵入防止 

 

鶏の健康観察（異状の有無の確認）を毎日数回行い、元気消失やうずくまりなど通常と

異なる症状を発見した場合や死亡羽数がいつもの２倍以上になった場合には、速やかに

家畜保健衛生所に通報をお願いします。 

 

中予家畜保健衛生所   電話  089-990-1333   

                            090-6282-6129 (休日・夜間) 

鹿児島県出水市で高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）発生！ 
（国内 10例目） 

※ ⑥香川県、⑦岩手県は疫学関連農場あり 

＜発生概要＞ 

・所 在 地  鹿児島県出水市 

・飼養羽数  約12万羽（採卵鶏） 

・発生経緯 

１１/１9   まとまって死亡及び衰弱している旨の

通報を受け農場へ立入、簡易検査陽性 

１１/20   HPAI疑似患畜と確認 


